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ヒ
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豫
言
ビ
相
違
す
る
、
：即
卞
こ
の
豫
言
に
從
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ば
蛊
帝
は
そ
の
琪
業
を
宪
成
せ
す
し
て
は
此
の
世
を
去 

る
.こ
ど
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。.兹
に
於
て
か
フ
!

ド
リ
ッ
ヒ
ニ
世
は
死
ん
で
ゐ
る
辔
が
な
い
、
彼
は
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そ
の
殘
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る
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業
を
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で
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^
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迷
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共
產
主
義
的
茁
命：

の
信
仰
I

フ
ジ
ー
:ド
リ
ッ
；

,

ビ
ニ1

世
の
洱
起
す
る
時
ぐ
共
章
主
義
的
革
命
が
行
は
れ「

、る
で
あ
ら
ぅ
ビ
は
獨
乙
民
族
の
信
仰
で
あ
つ
た
の
で
あ|

る
a

'A
六)
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'

附
記
、余
は
引
瘦
き
此
の
植
の
資
料
败
篇

‘

發
表
し
、
余
が
考
へ
ん
ミ
す 

る
問
驵
1
1就
飞
の
文
献
の
解
釋
並
に
剛
究
方
汰
1般
に
就
て
先
锻 

各
位
の
是
茈
か
仰
ギ」

、
し
か
る
後
時
期
か
見
て
、
此
の
問
題
|:
就 

て
の
余
の
研
究
ミ
婆
絮
ミ

‘

世
に
間
ふ
つ
1
り
で
ゎ
5。(

一
九
一
一

笫
i t
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卷
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四
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H
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ミルの死

複本鑛
治

は
.し
が
き

一
人
の
非
常
に
奮
闘
せ
る
、
又
豁
達
な
る
人
物
が
、

口
ー

ン
河
の
邊
’

ァ
グ
ィ
二
ョ
ン(

>

< .

ま
S

)

の
蔡
所
に 

長
べ
に
眠
b

し
以
來
、
魄
に
ニ
十
餘
年
は
過
ぎ
去
っ
た
り 

あ
の
莊
厳
に
し
て
悼
ま
し
き
陰
欝
な
る
場
所
の
.翠
深
き 

.松
の
樹
蔭
に
、

さぅ
し
て
彼
の
褒
妻
の
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I

に
.
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H
)

は
眠
つ
て
居 

る
。
實
に
や
彼
は
、
最
も
熱
心
な
る
勞
作
者
の
一
人
で 

又
現
代
に
於
け
る
最
も
端
芷
な
る
人
物
の1

人 

で
あ
っ
た
。
時
代
其
物
は
刻
々
に
流
れ
去
り
っ
、
あ
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は
、
吾
々
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
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大
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タ
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修
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院
的
共
產
虫
義」

か
讀
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は
茲
に
於
て
始

ま

る
の
で
ぁ

る(

.一
八
四)

o

丨 

八
ニ
、
.
ョ
ナ
，ヒ
ム
の
_

I

ヨ
ァ
ヒ
ム
の
敎
義
は
非

常
な
る
影
響
を
及
し
た
o
特
に
そ
は
フ
ラ
ン
シ
ス
敎
團 

.中
の
a
派
フ
ラ
夕
ィ
チ
H

bに
於
て
甚
し
く
、
此
の
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は「

正
義
者
の
敎
圈」
に
加
は
り
、
之
ょ
ら
し
て
页
に
四 

方
に
弘
ま
つ
た
P
か
ぐ
て
此
の
敎
義
は
仍
太
利
の
ミ
ユ 

ン
ッ
.エ
.ル
.
も̂
云
ふ
べ
き
ド
V
シ
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l
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を
1
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し
、
ミ
ユ
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#
に
も
亦
無
關
係
で
は
な
か
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ミ
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ン
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ル
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關
係
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iブ
ル
は
ミ
ユ
ン
ッ
ェ
ル
が
、
そ
の「

不
遜
な
る
俎
想」 

を
ば
畏
老
ョ
_
ァ
ヒ
ム
の「

ユ
レ
ミ
ァ
記」

註
释
ょ
h

w

A 

つ
ナ
こ
.
を̂
非
煎
し
，̂
。
ミ
ユ
シ
ッ
ェ
.ル
/
身
彼
ど
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ァ
ヒ
ム
^
の
關
係
に
就
て
一
五
ニ
三
苹
十
二
月
二
日
ッ 

ア
ィ
.ス
に
1
を
送
つ
r-
述
べ
て
ゐ
る
。
日
ぐ「

世
の
腐
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^

0敎
義
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長
^
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.ム
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^
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る
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し
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れ
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佘
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敎
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は
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れ
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り

も

長

き

も

の

で

あ 

る
、
即
ち
余
议
之
を
ヨ
.ア
ヒ
ム
に
取
れ
る
も
の
に
#
ず 

.
し
て
、
神
の
記
言
に
ょ
れ
る
も
の
で
あ
る」

(
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•響
は
伊
太
利
に
於
て
の
み
な
ら
す
、
獨
乙
.に
於
て
も
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一
め
て
深
刻
に
し
て
、
且
つ
極
め
て
痛
切
な
る
段
家
の
要 

一
h求
に
應
ず
る
も
の
•で
あ
つ
た
。
彼
豫
言
し
て
日
く
、
It 

|

俞
革
命
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一
ニ
六
◦
年
迄
し
結
/
す
べ
し
^
こ
の
時
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|

至
つ
て
法
王
廳
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M
帝
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ド
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ヒ
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間
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|
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烈
な
る
^
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が
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つ
た
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而
し
て
ヨ
ア
ヒ
ム
の
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帝
が
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王
を
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せ
し
め
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新
な
る
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す
る
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成
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せ
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を
期
待
し
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次
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如
く
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み
で
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餘
0 

多
く
語
ら
な
か
つ
た
。即
ち『

一
つ
の
强
い
純
な
光
り
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消
え
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し
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つ
た
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夫
れ
は
淸
い
幻
影
ビ
仁
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目
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,ど
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光
各

ぁ
る
.

』

、
及
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菩
々
.は
知
及
び
德
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、1

大
典
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:
慕
^
云
ふ
歌
跡
的
な
日
常
語
も
、，：吾
々
が
人
類
べ
の
べ 

•傲
大
な
る
奉
仕
激
の
ー
：.
-
<
を
带
ふ
：時
に
は
、
頗
ふ
意
義 

-ぁ
を
調
壬
を
驟
&
せ
る
。

一
つ
の
强
い
純
な
光
り
は
、
：
 

消
え
で
し
ぞ
ヴ
た
。
夫
れ
^ ：
淸
い
幻
影
^
仁
慈
の
目
的 

^
の
光
り
で
办
る
。
非
常
ぬ
深
奧
な
事
に
於
け
る
新
ら 

し
し
、̂
意
的
浓
戟
を
以
て
、
.彼

等

の

勝«'
を

鼓

舞

ず

る
 

た
め
に
,
々
出
現
す
る
偉
人
の」

人
は
、
吾
々
の
間
か 

ら

失
.は

れ

て

し

ま

つ/2
。

，
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然
芻
は
道

&

«

に
»
係
な
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作
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す
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'
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十
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從(
I

四
五
龙)

雜
錄
ミ
か
，
の死

彼
の
時
R
の
人
々
P
印
象
附
け
る
た
办
に
非
常
に
努
力 

し
た
人
は
、
今
や
な
ー
。
被
の
死
が
ょ
り
'ヵ
强
く
指
示 

す
る
所
は
、
公
正
の
人
に
収
て
レ
、
不
正
の
人
に
取
て 

も

：一
 

の
終
局
が
あ
り
、
又
同
一
の
狭
い
墓
が
、s

然 

\

即
も
境
遇
に
依
て
卑
賤
な
る
地
平
線
の
中
に
幽
閉
さ
れ 

|

た
人
の
死
を
待
つ
ど
同
峙
に
、高
遠
な
る
理
想
を
抱
き
、 

感
動
を
示
し
、
高
尙
炙
る
理
性
を
有
し
た
人
の
死
を
も 

待
つ
ど
云
ふ
こ
^
で
あ
る
。
夫
れ
は
、
永
久
に
古
く
、

\

而
も
永
久
に
新
ら
し
い
天
命
で
あ
る
。
併
し
吾
々
の
非 

\

常
な
悲
し
み
も
"
其
出
來
事
に
於
け
る
或
偉
大u

嚴
肅 

一
ご
に
依
て
、
和
ら
げ
ら
れ
は
す
る
。
何
故
€
云
ふ
に
人 

を
敎
へ
る
者
は
、
極
め
て
少
な
く
、
又
知
的
に
父
た
る 

\

資
格
を
賦
與
3
れ
る
者
も
甚
だ
稀
で
あ
る
か
ら
、
夫
れ 

.は
、
斯
樣
な
#;
有
の
光
榮
に
依
て
、M

繞
3
れ
る
！

I

に 

な
る
を
以
て 

<あ
る
。

. 

,

勿
論
偉
大
な
る
政
治
家
の
死
、
若
く
は
文
學
や
藝
術 

:

に
於
け
を
巨
E
0'
死
は
、
吾
々
に
種
今
の
强
い
悲
し
が

齡

八

挪

一

一
五
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紙

ミ
^
の
死

し
て
時
代
は
、
此
哲
學
者
を
彼
の
永
遠
の
慕
所
に
靜
か 

化

橫

は

ら

せ

て

し

ま

つ

，た

。

「

余

が

事
#

^

.
 

W
!)
>」

は
、
彼
の
臨
終
に
殘
し
た
言
で
あ
る

X
F
r
e
d

§-c 

H
a
r
­

rison, 

T
e
n
a
y
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o
n
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R
u
s
k

s-, 

Mill, 
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n
d

 

other 

literary 

estimates, 

I8
0
V0
, {>. 

2
8
5
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、

.
右
は
、

フ
レ
デ
ジ
ジ
ク
•
ハ
リ
ン

ン
の
、、、
ル
追
想
の
一

端
で
あ
る
。
今
日
は
、
：ぐ
リA
ン
：執
筆
當
時
を
距
る
こ

第

八

璘

I

一
 
臥 

死L
(
D
s
t
h

 

o
f 

M
r
.

 

M
i
H
v
J

云
ふ
。
キ
は
收
め
て
、彼

‘
ビ
三
十
餘
^

、
溯
つ
：て
-

<
七
三
年
；五
月
八
日
南
歐
の

ア
グ
"
？1

ヨ
シ
に
於
て
ジ

3
ン
。
ス
チ
ユ

r 

I

h。ミ
ル
が

不
歸
の
客
ビ
な
り
し
時
ょ
り
起
算
す
れ
ば
、
本
印
は
正 

に
、、、
ル
の
五
十
囘
忌
に
ff
l

l

す
る
。侬
て
私
は
茲
に
、.ミ 

.ル
の
弟
子
ミ
し
て
如
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
„
モ
ー
レ
ィ(

J
o
h
n

 

M
o
r
i
e
y
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の|

文
を
|
|
出
し
て
、極
來
遙
か
に
ミ
ル
の
冥 

福
を
祈
ら
ぅ
ど
思
‘ふ
。

T

レ
ィ
の
論
文
は
、.
彼
が
ミ 

:.
:!ル「

死
去
の
報
を
得
る
や
ぐ
直
ち
に
：.執
筆
し
て
，
隔
週
評 

論i
h
e
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r
t
n
i
g
h
t
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i
e
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誌
上
I：
揭
げ
、
以
て
哀 

悼
の
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^

表
し
^

も
の
で
あ
る
。
題
I
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ミ
ル
氏
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論
集
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第
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中
に
在
る
。

尙
ほ
ミ
ル
ア
反
對
の
立
場
に
在
る
フ
レ
デ
タ
ッ
ク
ニ 

j

:'
リ
ソ
ン
は
、
ジ
ョ
ン
。
モ
！
レ
ィ
の
右
の
論
文
を
評
し
て 

日
ぐ
、

「

：

：
：

、、、
ル
の
親
友̂
雖
も
、
彼
が
今
ょ
り
三 

\」

十
牢
前
に
的
確
に
振
つ
て
居
た
其
勢
力
.ご
其
名
聲
ど
を 

一
彼
の
た
め
に
今
日
敢
え
て
要
求
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
。不

r-
*、 

|

今
日
ジ
ョ
ン

>
モ
ー
.レ
ィ
が
一
八
七
三
年
ミ
ル
の
死
去
に 

際
し
て
執
筆
せ
る
立
派
な
ー
一
文
^
—
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中

に

收

め

ら

る

一

^
中

に

述

べ

た

事

實 

I
':.

に
は
"
全
部
其
儘
同
意
す
る
者
は

t>
な
か
ら

5
。
モ
丨 

.
レ
ィ
の
貢
献
は
、
假
令

I

個
の
友
人
に
し
て
、
又
指
導 

者
た
る
ミ
ル
を
突
如
ど
し
て
失
つ
れ
が
た
め
に
、
稀
有 

の
-情
緖
こ
悲
哀

V

の
深
淵
に
陷
つ
た
鄰
は
あ
る
に
ー
て

も
、
兎
に
角
實
質
的
に
は
公
疋
む

し
て
、眞
理
で
あ
る
、



三

ル

氏

は

、

彼

等

の

思

考

し

な

け

れ

ぼ

な

ら

な

か

つ

.た 

幾
多
の
调
題
を
解
決
I
'た
の
で
あ
る
。

.
過

ぐ

る

一

一

十

年

.
の

間

{ :

於

て

，
、
"

大
.

な
■

る
知
^

:

R

緣
を 

受
け
る
者
は
、
總
て
ミ
ル
氏
の
.

影
響
^ 1
蒙
ら
ず
し
て
、 

牛
津
を
離
れ
る
こ
^

は
出
來
V

か
つ
た
。
併
し
彼
等
が 

絕
え
中
新
ら
し
き
空
想
に
熱
中
し
て
脰
る
あ
の
灰
色
の 

寺
院
に
は
、
氏
の
高
位
；が
依
然

V
J

し
て
動
か
す
に
あ
る 

ビ
は
、
恐
ら
く
言
ひ
過
ぎ
で
あ
ら
ぅ
。
牛
律
興
他
の
大 

‘學
に
於
け
み
講
座
は
 

>
 

次
.

第

；
'
^
^
:
に

氏

の

JR
M
に
P

練
. 

さ
れ
た
人
々
の
受
持
つ
所
ど
な
り

つ

、め
る
。
總
て
の
_ 

大
學
は
、
社
#
に
於
て
最
も
修
學
せ
ざ
る
部
分
に
及
ぼ 

し
た
氏
の
影
響
を
證
明
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

!:
: :

有
力
な
る
新
聞
記
者
は 

>

:

、氏
0
著
齋
に
依
て
獨
學
し 

た
も
の
で
あ̂

V、

又
•

牛
凡
な
る
連
中̂

雖
も
、
氏
の
著 

鄯
ょ
り
引
用
す
る̂

惯
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
。.

.

ミ
ル
氏
こ
そ
、
高
何
な

.

る
.抽
象
的
生
題
に
關
す
る
著 

一
書
が
其
生
存
中
幾
度
も
重
版
さ
れ
、
j l

汽
車
観
み
小
說

笕
十
七
餘

C

一
四
五
七)

-
雜

‘錄

ミ
か
の
死

.

の
價
格
で
賣
出
さ
れ
た
所
の
、
世
界
に
於
け
る
唯
一
の 

著
述
家
で
あ
る
。
'各
國
人
も
、
英
國
I :

於
け
る
氏
の

®

 

も
熱
心
な
る
弟
子
ぞ
同
じ
く
、
氏
の
著
書
を
精
饋
し
て
、 

恰
か

.

も
氏
が
天
賦
の
賢
哲
で
あ
つ
た
か
の
如
く
に
"
非 

\

常
な
尊
敬
を
以
て
、
彼
等
自
身
の
問
題
に
關
す
る
氏
の 

\

意
見
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
現
i t

、
.
公

務

を

帶

び

て

渡 

:

航
し
て
歐
洲
各
國
の
大
政
治
家
に
接
近
し
た
る
或
有
名 

|

';
:

な
米
國
人
は
、
私
に

(

.

即
ち
モ
ー
レ
ィ
に)

向
つ
て
日

く

、 

「

佘
が
最
も
强
い
印
象
を
受
け
た
人
物
は
、

ス
チ
ュ
ァ 

1
...

丨

ト

。.

ミ
ル
で
あ
つ
れ
。
即
ち
貴
下
が
、
彼
の
意
見
を
求 

I

 

.

め
や
う
ビ
て

"

樣
々
の
事
實
を
彼
に
提
出
し
れ
。
す
る 

彼
は
、
先
づ
夫
等
の
事
實
を
會
得
し
、
次
に
夫
等
が 

\

公
卒
に

a

察
せ
ら
れ
得
る
各
種
の
方
法
を
貴
下
に
敎
.へ 

更
に
反
對
の
考
察
と
比
較
し
、
然
る
後
に
萬
々
遺
漏
な 

き
最
終
の
斷
案
を
貴
下
に
與
へ
た
。
彼
の
心
情
は
、
さ 

,

な
が
ら一

個
の
精
巧
な
る
機
械

.

の
如
く
に
、
働5

た
。

:

'

詳
言
す
れ
ば
貴
下
が
"
原
料
を
其
機
械
に
供
鉛
す
る
气

笫

八

號

i
1

七
'
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四
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0

雜
'
'!
錄
.
' 
ミ
少
の
死 

を
感
せ
し
め
る
0
而
も
敎
へ
る
人
、
殊
に
才
能
者
で
あ 

り
、
有
德
者
で
あ
加
ふ
る
に
才
德
の
何
れ
に
も
非 

中
し
て
、
彼
の
後
に
多
ぐ
の
人
を
引
連
れ
る
不
思
議
な 

秘
密
を
與
ベ
る
或
何
物
か
を
©
る
人
の
死
は
、
；
夫
れ
に
. 

も
增
し
て
深
奧
な
る
意
味
の
箜
虛
を
：殘

す

も

の

で

あ

— 

る
；。
併
し
其
哀
哭
は
、
：其
場
合
に
於
け
る一:

種
の
神
聖
：，\

さ

に
依
て
、
和

ら

げ

ら

れ

：、
';
輕
め
ら
れ
る

0
':
'

.

.
一

ジ

ョ

ン

レ

ス

チ

ユ

ト*

ミ
ル
氏
'?J.
交
際
を
結
べ
る| 

人
、
而
し
て
常
に
弟
子
ど
し
て
の
親
愛
な
る
を
心 

に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
人
は
、
勿
論
最
苹
ミ
ル
氏
に 

會
へ
な
い
^
见
ふ
時
に
、悲
痛
を
感
ず
る
で
あ
ら
ぅ
が
、

‘
I
等
は
，、

ミ
ル
氏
の
仕
«
の
^

^
で
あ
ヅ
、
_芡
氏
が
典 

仕
事
に
確
か
^
成
功
し
た
芩
考
ぺ
て
、
高
尙
な
心
持
に 

な
る
マ
あ
4
ぅ
。
假
令
非
常
に
#
赏
な
敎
養
、：：

非
常
に 

完
熟
し
ホ
知
識
、
眞
理
ど
正
義
皮
の
.熱
靈
等
は
、
今
や 

此
一
打
擊
に
依
て
泔
滅
し
た
ど
考
へ
“る
こ
ど
が
悲
哀
で

あ
る
に
せ
上
、
少
な

(

菩

々
は
、

彼
等
が
生
か
し

_
_
_
i

第
八
膦

ニ

六
 

て
用
ひ
居
る
所
の
立
派
な
目
的
S
、
新

ら

し

き

誘

心

.物 

に
取
卷
か
れ
つ
\

利
他
的
大
暈
の
人
^
共
に
堪
忍
的 

に
正
確
に
思
考
す
る
ど
云
ふ
困
難
な
る
傅
統
艺
を
考
へ 

て
、
其
處
に
或
價
値
あ
る
慰〖

女
を
見
出
す
で
あ
ら
ぅ
。

ミ
ル
氏
の
哲
學
的
原
，理
の
正
確
な
る
價
値
、
辯
證
家

ど
し
て
の
氏
の
成
否
、
批
評
家
解
說
者
^
し
て
の
氏
の

熟
練
等
に
就
て
は
9
何
時
か
は
必
ず
語
ら
れ
な
け
m

,i
r

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
併
し
此
吟
味
が
如
何
樣
で
あ
ら
ぅ

S
も
、
兎
に
角
英
國
の
全
，時
代
の
知
的
名
聲
は
、
必
ず

ミ
ル
氏
の
名
聲
£
共
に
維
持
さ
れ
る
か
、
若
く
は
失
»

I ,
す
る
に
相
違
な
い
o
死
が
老
鍊
.家
雄
を
薙
ぎ
»
す
た
め

j
:::
.
i
K、
今

や

第一

線
に
立
つ
.に
至
れ
る
優
秀
者
は
、
氏
の

弟
子
な
發
表
す
る
ど
へ
或
は
氏
の
反
對
者
な

6
ビ

宣
言
す
る…
を
問
は
ず
、
總
て
ミ
ル
氏
の
感
化
を
受
け

た
他
^
を
殘
し
て
居
る
.
假
分
彼
等
は
、
.
ミ
ル
氏
の
41 

か
づ 4

.̂

に 
^̂ 
て 

0rif
 

JdJ



(

l
g',
-
f
f
i
八)

.
-
灕

屬

ミ

ぶ

死

夫
れ
は
貴
下
に
>(

二
個
の
完
裁
品
を
製
出
し
與
へ
る
も 

-

同
：理
で
め
る
し
ど
。
■
り
/
英
國
は
、
斯
の
如
^
人
物
を 

爲
り
^
す
可
き
充
分
'の
理
由
が
あ
る
。
，

三

.
ミ
ル
氏
は
”
多
く
の
職
に
於
て
、
著
し
く
英
_
人
の 

:&
質
を
帶
び
て
居
た
。
氏
は
明
か
に
、
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ユ
ー 

ム
、
ア
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
、及
びV
ンK

ムa
o
h
〒
Locke, 

David 

H
u
m
e

 

ソ

 A
d
a
m

 

Smith, 

J
e
r
e
m
y
w
e
n
t
h
a
m
)

 

—

--
1-氏
は
之
に
ジ
尤
ィ
ム
ス
0
ミ
ル(James 

§1
1

)

を
如 

へ
た
が
^
^
の
名
が
一
筋
に
連
續
す
る
英
國
哲
學
派
に 

於
け
る
最
近
の
廳
將
で
.あ
る
。
抑
も
此
學
派
の
硏
究
方 

#
は
、
想
像
を
a
察
に
飛
麝
さ
'せ
、而
し
て
其
主
義
は
" 

;
知

鎌

の

®,®
を

經

驗

に

癘

气

；
文

行

爲

0
標
準
を
效
明
ー 

に
®
く
も
の
で
あ
る
。

划
し
之
に
も
拘
は
ら
す
、
.：
ミ
ル
氏
の
最
も
顯
著
な
る
'
. 

特
色
の
ー
は
、

:^
が
^
#
的̂
に
非
中
し
て
、
«
國
的
で 

ぁ
，る
'名
爾
ふ
こ

;£
..
|
:在
奢
>
即
七
氏
は
常
に
、
社
き
的

笫
べ
號

A

I

n

|
I
I
讀

I

o\
t
h
.

)

が
偉
大
な
る
宰
相
を
罷
免
し
た
こ
皮

、
を
比
較 

公
表
し
た
こ
ど
が
あ
る
が
ャ
典
仨
に
對
し
て 
'
、
、
ル

氏

は 

日
く
、「

余
は
，未
だ
嘗
て
：卜
余
を
チ
キ
ル
ゴ
ー
€
比
較
す 

る
が
如
き
結
榄
な
る
稱
讃
を
受
け
れ
こ
^
は
な
い
.。
斯

. 

く

同

，
一
に
視
る’ 

i
jは
、
貴
下
に
剩
し
て
當
然
起
ら
な 

:»
れ
ば
な
ら
ぬ
^
は
、

rf
«
Jに
余
の
光
榮
ど
す
る
所
で
あ 

る」

ど
、
あ
の
®
正
な
る
オ
丨
ス
ナ
ン{John A

u
s
t

s*)

で 

.

.さ

：

へ
.
.
-
.
.

刺
の
.如
き
チ
ュ
;»
/
.

」

コ

ー

ぐ」

.呼

^
可

き

價

値

め

り
. 

ど
考
へ
た
人
物(

即

ち

、、、'
氏)

の
性
格
を
研
究
し
た
者 

は
、
何
人
で
も
、
斯
る
典
型
の
貴
く
し
て
稀
な
る
こ
ど 

を
細
つ
て
居
る
。

斯
る
性
格
の
威
力
ti
、
■
_
;
::©
要
素
中
に
：存
在
す
る 

も
の
で
は
な
く
し
て
、
實
に
人
類
の
改
善
て
ぅ

切
な
る 

,興

味

:2
:
、
人
類
の
境
遇

-0
:
法
則
に
對
す
る
論
究
的
注
意 

^
を
結
：合
し
た
ヾ」

云
夂
黏
に
存
ず
る
の
で
あ
る
o
是
れ 

-

丈

け

は

、
替
議
ど
一
一
ム
ふ
美
名
を
以
て
厚
遇
さ
れ
る

ff
i
fl 

が
ぁ
る
？
斯
く
完
圣
に.具
備

し

た

れ

ば

こ

そ

、
，'ミ
ル
氏 

.第
十
.七
：卷
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四
五
*

雜
丨
鉍
ミ
ル
の
死

思
辦
に
於
て1

個
の
.理
想
的
想
像
的
要
素
を
是
認
し
、
、
 

,
而
し
'て
若
し
社
#
上
の
取
極
に
依
て
自3

の
機
會
が
與 

:
へ
ら
れ
さ
へ
す
れ
ば
、
人
問
の
努
力
'

VJ
、

知
E
Kビ
ノ
敏 

提
ヒ
は
、
人
間
の
運
命
を
現
在
咨
々
の
槪
念
力
の
及
ば 

ざ
る
黑
'に
迄
^
上̂

げ

る

一

か

、
.出

來

る

ビ

宏

ふ

熱

烈 

な
る
.意
見
全
も
是
，

I
I

し
た
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
夫
の

 ̂

越
せ
るj

切
の
總
浊
は
、
嚴

IE
の
科
學
ビ
無
限
の
高
志 

士
レ
，
即
ち
實
在
的
で
あ
り
實
際
的
で
あ
る
も
の
、
嚴
正 

:な
る
.意

義

气

赫

々

£
輝
け
る
.希
留
ぞ
を
、
斯
く
結
合 

し
た
所
に
存
す
る
。

或
人
.力
、

コ
'ン
.ト
ル
.
ィ̂
.の「

チ
ュ
ル
ゴ
ー
傳」

(

0
5
1
1
- 

d
o
r
cetwLife of 

!
0̂3
0
7に
就

ヤ

物

語

つ

た

所

ノ

、、
ル 

:氏
は
其
仁
に
齿
げ
て
！

H.

く
、「

余
.は
、
若
い
時
に
兎
釣
落 

膽
し
勝
ち
に
な
る
の
で
、常
に
チ
ュ
ル
ゴ
f
傅
を
一
潰
し 

て

"
佘

自

身

の

平

靜

を

得

た

も

の

で

あ

る

」

，\

其

仁

は

、 

嘗

て

クh

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
丨(Westminster

)

に
於
て
ミ 

ル
A
.力
落

選

し

た

こ

.ゼ'
\
,、'ル
' イ
ス
十
六
世
ハ
1
^
彡
13 the

の
魔
力
の
一
は
、

®
R
:
靑
华
の
み
な
ら
す
、
又
氏

(/
;
著 

書
を
讃
If
祥
に
强
烈
な
る
知
的
興
味
を
有
す
る——

^
 

較
的
に
少
數
で
は

あ

る

が

_

^

婦

人

を

も

吸

別

し

た

の
 

.で
あ
る
。

ミ
ル
氏
は
、
日
常
生
活
の
砂
座
が
夫
れ
を
曇
ら
せ
る 

:

か
、
或
は
消
し
て
し
ま
ぅ
迄
、
最
善
の
天
性
に
商
然
で 

あ
る

所
吹
大
量
な
る
道
㈱

⑽
熾
熱
に
滿
足
す
る
ビ
同
時 

に
"
纏
て
社
會
の
仕
事
を
«
す

に
至
る
人
々
の
若
い
氣 

:質
に
顯
著
で
克
る
所
の
合
现
的
性
質
に
も
滿
足
し
た
の 

.

で
あ
る
。
斯
の
如
く
知
的
®
*
^
、
生
活
の
目
的
及
び 

道
具
に
於
け
る
改
善
の
情
性
的
好
愛

V」

を
混
同
す
る
こ 

•
V

は
、
若
し
然
ら
ず
ん
ば
、

一
面
に
於
て
忌
味
あ
る
街 

學
に
陷
り
、
又
他
而
に
於
て
口
先
ば
か
り
の
有
#
な
る 

博
愛
に
墮
し
終
る
所
の
幾
多
の
理
智
を
し
て
、
活
動
さ 

せ
れ
の
で
あ
る
。
即
ち
氏
は
、
凡
庸
の
賢
哲
た
る

を
全 

然
脫
却
し
得
た
る
事
實
を
、
示
し
た
の
で
あ
る
。
氏
は 

現
花
の
諸
實
在
を
忘
れ
ず
し
て
、
將
來
に
期
待
す
る
こ

第

八

號

一

一

九



中
し
て
、
明
白
の
事
實
で
あ
る
。
：か
の
、
人
々
を
誘
つ 

て
假
昏
的
街
白
を
な
さ
し
め
る
所
の
、
悲
し
く
ち
共
通 

な
る
、
又
罪
あ
る
怯
儒
た
る
や
、
常
に
氏
の
深
く
嫌
忌 

し
た
所
で
あ
る
。
而
し
て
氏
は
、

.一
個
の
無
神
論
漭
ぞ.. 

し
て
下
院
へ
送
ら
れ
る
：際
に
、(

即
ちJ

八
六
五
部
の
總I 

S
擧
の
際
に)

氏
の
主
義
を
公
：然
k
宣
言
す
る
を
恐
れI: 

な

か

:0
れ
；。

.

:

:

'

.
■

:

ド 

氏
の
®
氣
は
、
忿
怒
立
腹
ゃ
危
險
の
無
識
ゃ
：輕
率
浮 

雜
や
無
織
砲
の
信
賴
等
ょ
り
起
る
,
云
は >

 
僞
物
で
は
.| 

一
な
か
づ
れ
。
是
等
ょ
り
起
：る
與
氣
は
：？
何
れ
も
^
極

容

：
 

為
で
^
る
.。
氏
の
単
越
し
れ
所
は
、：

氏
自
身
に
迫
る
總i

 

て
の
/|
£
敝
を
知
悉
し
、
:;
他
人
に
對
す
る
苦
痛
の
救
助
を
„ 

涡
望
し
、
世
界
がT
擧
に
；し

て

永

久

に

改

善9
る
可
き
一 

で
あ
る
ど
'云
ふ
輕
率
な
る
#
每
に
侬
て
支
保
さ
れ
な
か 

つ
た
こv

で
あ
る
。
併
し
之
に
も
拘
は
ら
す
氏
は
、
如 

何
に
す
れ
ば
多
數
者
に
向
つ
て
®
敢
に
構
へ
得
る
か
を 

知
つ
て
居
た
。

鹆
十
七
卷

U

四
六！〕

雜
錄
ミ
か
の
死

氏
の
知
れ
る
唯
一
の
恐
怖
は
、
大
单
訐
の
若
く
は
過 

度
の
言
が
善
良
な
目
的
を
ff
i
#
す
る
こ
ビ
な
き
や
を
恐 

れ
る
に
在
る
の
み
。
即
ち
氏
は
、
人
々
'の
諸
種
の
偏
見 

を
测
足
し
れ
。
而
し
て
或
改
善
の
有
效
的
唱
道
^
相
容 

れ
る
最
小
の
程
度
に
於
て
も
、
右
の
妨
密
ヵ
を

«
起

す

：
 

可
き
恐
れ
の
あ
る

こ
^
は
、
«
て
氏
の
勇
敢
に
唯
一
の 

限
界
を
置
、
-<
1
ビ
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

ミ
ル
氏
に
収 

て
-偏
見
ご
は
、
諸
君
が
依
て
以
て
判
斷
す
可
き
S

然
的 

素
因
の
如
き
も
の
で
あ
つ
れ
。

へ氏
は
亦
、
世
人
が
屢
々
性
格
足
生
活
)£
に
於
け
る
最 

も
價
値
あ
る
要
素
に
束
縛
3
れ
る
こw

も
知
つ
て
居
た 

故
に
氏
の

恐
れ
^

乙
ビ
は
"
所
謂
猛
烈
な
る
外
科
的
手 

術

で

あ

る

何

故

ヾ

」

一
一
ム
ふ
に
夫
れ
は、
*
見
を
根
絕
す
る 

ビ
同
時
に
、
夫
れ
に
纒
は
る
所
の
眞
實
健
全
な
る
感
愦 

を
も
損
傷
す
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
或
渚
に
，
 

取
て
は
一
の
本
能
で
あ
.り
、
又
他
者
に
取
て
は
無
頓
着 

に
對
す
る
美
名V 」

な
る
所
の
忍
耐
は
、

ミ
ル
成
に
取
て

笫八號ここ
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四
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'
雜

錄
.

t
の
死 

ど
が
出
來
た
。
氏
铽
、
知

識

:0
社
會
的
目
標
を
認
識
し 

T
、

常

に

氏

の

服

前

：に

在

る

社

會

的

實

在

の

大

藝

術

の 

S

を
ば
、
凡
ゆ
る
籮
的
活
動

の

網

極

的

晨

ど

し 

て
#

®
し
た
の
で
あ
る
。

.

.

.一
四
ぐ
：
.

:

:他
而
に
於
て
此
稀
有
な
る
結
合
は
、

ミ
ル
氏
の
：*

^
 

ざ
忍
耐
ど
の
結
合
で
あ
b

、
.又
確
乎
た
る
國
敎
不
言
ど 

無
言
の
國
敎
信
奉
ど
の
結
合
で
あ
つ
た
。
顺
從
す
る
こ 

:̂

は
卜
常
に
時
間
、
I

,

;及
び
.主
觀
の
ゴ
一
者
に
依
存
, 

す

る

程
&
の
P1
1
題

で
^
る
0
ミ
ル
.氏
は

、
M
病

な
る
.用 

心

ビ

放

恣

な

る

鑛

諜«'
を

等

し

く

退

け->
正
確
な
る
中 

•庸
を
執
つ
た
■>
即
ち
氏
は
、
極

？

民
S
に
適
は
ざ
る 

新
奇
の
意
見
に
對
し
て
も
、
出
來
得
る
限
り
之
を
擁
護 

し
、
又
之
に
同
情
す
る
ぞ
云
ふ
至
離
の
®
道
を
行
ふ

 ̂

卸
底
他
者
の
逍
從
を
許
さ
な
か
つ
た
。
故
に
氏
^

、

S 

に
ポ
タ
ン
を
附
け
た
試
合
刀
も
て
鮮
か
な
る
靱
舞
を
放
；
 

じ
て
、
新
ら
し
き
信
仰
を
弘
通
す
る
に
努
め
る
®
の
人

笫 

<號」
1

H
p 

物
.で
も
な
け
れ
ば
、
'又
俗
像
や
談
像
や
傅
像
^

^
0:
0
1
5 

of t
h
e
t
n
b
e

 

a
n
d

 the 

sarket-PIace 

a
n
d

 the 

theatre) 

の
中
に
無
茶
に
飛
込
む
や
ぅ
な
人
物
で
も
な
か
つ
2
0 

氏

は

氏

の

攻

擊

す

る

：確

信

を

持

つ

人

に

到

し

て

、

彼 

:
|

等
の
精
力
を
毫
も
刺
戟
せ
ず
に
、
氏

の

霧

が

概

息
 

得
の
效
果
を
擧
げ
る
場
合
に
は
、
如
何
に
せ
ば
皮
等
の 

|

精
力
を
動
か
し
得
る
か
を
心
得
て
居
、2
。

.斯
く
て
氏
は
、
眞
现
の
力
を
節
用
し
、
又
無
益
な
虬 

櫟
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
▲

ふ
に
今
迄
に
於
け
る
英
國 

の
著
.述
家
に
し
て
？
ミ
,
氏
程
多
く
神
學
的
精
神
の
根 

元
を
斷
ち
切
つ
た
者
は
あ
る
ま
い
。
而
も
尙
ほ
氏
の
上 

:

存
中
公
T-
I
Jし
た
著
寄
^

I
n自
曲
論
し
を
指
す_

_

中̂
に 

一

は

晚

た

一

つ
衆
知
の
文
句
が
あ
る
。
夫
れ
は
、
最
も 

.熱
^
な
る
讃
者
に
取
て
す
ら
、
多
少
立
腹
さ
せ
ら
れ
る 

:
種

S
な
る
の
で
あ
る
？
氏
の
國
敎
信
舉
は
、
決
し
て
否 

定
的
程
度
以
上
に
も
進
ま
ざ
れ
ば
、
又
決
し
て
無
言
の 

國
敎
信
奉
以
上
に
A
赴
か
中
？
は
、
先
づ
何
人
も
言
は

1

i!:
II

:ユ

H

圓
I
I
議
I
I
I

I



い
o
併
し
此
威
情
の
眞
實
公
■明
な
：る
こ
ビ
は
、
纖
て
氏 

©.
!
心
情
を
し
て
、
奢
侈
的
人
爲
的
社
#

の
虛
僞
の
威
厳 

を
嫌
忌
す
る
念
に
充
溢
さ
せ
る
に
至
つ
だ
の
で
あ
る> 

故
に
氏
は
、
倣
慢
€
苦
難
6
を
持
た
す
に
、
誤
っ
て
社 

會
的
義
務
^
名
附
け
も
れ
る
在
來
の
交
際
を
避
け
た
。
 

又
氏
は
、
無
禮V 」

嘲
笑
ど
を
持
た
ず
に
"
上
流
社
會
に 

行
は
れ
る
道
化
芝
居
の
»
踏

K
於
け
る
役
割
を
演
す
る 

こ
^
を
拒
絕
し
た
o
ミ
^
氏
に
於
て
こ
そ 

> 異
常
の
學 

識
に
加
ふ
る
に
、

確
乎
不
動
な
る
，1:
|
尊

の
)®
,

が

あ

つ
 

た

•匕
云
へ
る
の
で
あ
る
。
I—

而
も
此
兩
'者
は
、
不
幸 

に
し
て
常
に
必
中
し
も
相
伴
ふ
も
の
で
は
な
い
。

氏
は
事
物
の
實
在
を
威
#

し
れ
。
If
l
iし
て
氏
の
而
接 

を
得
る
は
、
貴
族
の
夫
人
に
取
.て
i

ち
も
勞
働
者
に
.取 

.て
容
易
で
，あ
つ
た
。
英
國
社
會
に
於
け
る
生
活
の
®
値

:は

1

身
同
體
で
あ
る
€
最
も
威
動
的
に
物
諸
る
者
と
の 

み
は
云
へ
な
い
。
而
し
て
世
人
の
多
數
は
、
ミ
V
氏
の 

:

社
#
的
原
理
ヾ」

、
夫
等
原
®
中
に
於
け
る
理
論
的
系
論 

ど
を
認
容
し
得
る
に
も
拘
は
ら
す
、
而
も
彼
等
は
常
に 

夫
等
の
原
理
に
從
て
氏
が3

R

々
し
く
も
眞
芷
直
に
振
舞 

ふ
こ
^

S
、
氏
の
言
行
が
峻
嚴
な
る
程
一
致
し
て
居
る 

こ
^
、
を

非

難

す

る

の.で
あ
る
。
：又
道
徳
的s

墮
落
に 

就
て
餘
&
に
共
通
，な
る
傾
向
を
菩
々
一
同
が
有
し
、
且 

l
i
k對
し
て
微
弱
な
る
抗
議
に
a
氣
地
な
く
も
滿
足
す 

る
こ
^
は
、
氏
の
經
歷
に
依
て
一
個
の
不
断
永
久
的
i® 

責
を
受
け
る
こV 」

、

な
る
の
で
あ
る
。
氏

が一

大
犯
_ 

.人
な
り
ど
思
他
せ
る
或
官
班
を
裁
判
に
附
せ
ん
ビ
”
氏 

を
し
て
久
し
さ
に
亘
り
て
一
步
も
讓
ら
ず
努
力
さ
せ
た 

所
の
芷
義
に
對
す
る
制
御
し
難
き
情
性
は
"

三

ル
氏
を 

ば
"
十
七
世
紀
に
-耳
ざ
吾
が
歷
.史

に

於

て

最

も

剛

诏

な

な
き
槪
念
を
助
長
す
る

，

に
頗
る
役
立
つ
所
の

i

上
流
階

.

級
の
不
思
議
な
る
魅
力
に
動

.

が
ざ
れ
な
い
人
々
が
居
れ
る
愛
國
者
の
一
人
に
數
へ
し
め
る
價
値
が
ぁ
つ
た
。
之 

i
n

ビ
て
，
夫
等
の
人
々
は
常
に
必
ず
し
も
、
總

て

吾

々
V

J
lv
a

様
な

.

る
道
德
的
完
全
性
ぼ
、
最
近
め
事
件
に
.於
て

笫
丁
？
释

(

ー.四
0
1

)

雜
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第
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笫

八

挪

二

三
 

は
硼
性
ミ
良
心
ミ
の
取
得
物
で
あ
つ
た
。

:
: 

:

'の
で
あ
る
。
併
し
ミ
.ル
^
が
、
氏
の
駁
擊
す
る
見
解
を

1

五

： 

，

抱
く
人
々
、
若
ぐ
は
階
級
に
對
し
て
、
槪
括
的
の
攻
擊 

、
勇

敢

ど

寬

容

：、
那

ち

雄

々

し

き

言

論

ど

男

カ

あ

る

控

を

斷

然

差

控

へ

た
こ
ど
、

氏
の
.寬

大

なる
公

作

率
it
、 

.@
ど
の
^
明
す
^

'^
る
此
^
交
の
偾
«.
は
、
莫
大
な
る
氏
が
如
例
な
る
人
々
の
間
に
於
け
る
を
問
は
ず
、

總
C

 

^
>
0で

あ

つ

た
■其
«
果

成

、
，思

想

の

自

由̂
言

論

の

|
の
善
の
幼
芽
を
注
盘
深
く
尊
敬
し
/2
こ
^

*
及
ぴ
氏
パ 

‘
ま
と
、に

對

す

る̂

の
直
接
的
擁
饑
奚
に
、
英
國
代

|
非
常
に
斟
酌
し
た
こ
ど
は
、
若
し
さ
ぅ
で
な
け
れ
ば
霞 

於
て
何
等
の
社
會
谨
害
を
蒙
ら
す
し
て
，
民
意
に
適
，

.：德
的
停
滞
ょ
羞
來
す
る
消
極
的
寬
容

5

る
^
^
^

■

は
1

1
忘
も
發
表
し

#

る
ほ

S

主

要

源

泉

れ

い
所
の
も
の
に
、
穑
極
的
雲
を
貢
献
し
た
の
で 

ぅ
遂
に
夫
れ
は

>
 

§

s

«

s
す
る
程
に
，
今

|

あ
る
C
他
人
の
提
唱
す
る
厭
ふ
可
i

見
S

容
す
る 

ゃ
殆
ん

.

1

全

裹

露

の
で
ぉ
る
。

‘

：

こ
5

"
氏
の
人
格
に
於
て
は

f

息

の

見

解
S

 

」

§

屋

方

法

は

、
；其

W

容
に
於
て
こ

I

固
で
あ
_ \  

|

最
も
搬
大
す
る
ズ
同
時
_に
、

又
最
も
確
信
す
る
^
; 

二
つ
‘た
け
れ
ど
、
次

第

^
-
^
に

緩

和

的

要

素

を

其

見

解

,0
一

 

云
ふ
こ̂

に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

•rp
M

^
り
ー
導
く

•(
:
至
つ
た
。
勿
論
英
威
に
於
て
目
今 

一

m
に
ミ
ル
氏
の
經
歷
は
、
菩
タ
の
社
舍
に
冷
て
贽
も
. 

流
行
す
る
-
^
1
:
由
討
論
の
班
«
に
寬
大
な
る
は
、

一
部
分
；

墮
落
し
た
，或
連
中
に
對
す
る
、
最
も

取
純
に
•し
て

&
も 

I

私(

即
ち
ジ
ョ
> y

•
モ
ー
レ
.ィ)

は
、
夫
れ
が
必

す

し

高

何

な

る

種
類
の
抗
議
で
あ
つ
た
o
人
■

活
に
美
想 

.も
完
^1

で
あ
る
ど
は
恐
は
ぬ
が——

佌

(:
行
は
れ
る
懷
;
:
>
威
嚴
ご
を
附
加
へ
た
一
切
の
愤
彼
の
た
め
に
生
存
す 

凝
.說
、
無
顧
，着

"

及

び

或

る

高

僧

の*
化
^:
逃
づ

ぐ

名

る

€
云
ふ
猶
ょ
り

#
机

枝

、

氏
R

«
る

者

は
一
人
も
な



- 

-
-

-
l

l
l
i
f 

I

I

.

!

■

震
^

^

^

^

^
福

^

^

^

^

^

^

乾

 

^

.J
の
聲
赢
主
義
に
は
、
毫
も
蹈
ら
し
め

7]
:
か

つ

た

の

で

街
す
る
國
王
の
如
き
先
生
を
好
む
人

.々
|:
は
、

$>
ら
く 

ン
？
る
。

:

:
、
 

.

ミ
火
氏
が
典
味
な
く
思
は
れ
や
う
。
併
し
斯
の
如
く
氏 

.

或
觉
人
は
、，
目
立
つ
て
堂
々
れ
る
權
威
の
力
を
以
て
自
身
の
人
格
に

♦

於
て
慣
習
的
に
甚
だ
塔
下
し
た
こ
^
は 

吾
々
^
促
べ
る
も
の
，で
あ
る
。
彼
等
の
風
想
は
想
像
て
、
眞
理
の
神
聖
な
る
淸
淨
さ
に
對
す
る

氏
の
敬
虔
な
る
態 

う
印
象
を
與
へ
、
彼
等
の
言
葉
は
高
飛
的
で
あ̂

V、

又
度
に
於
て
、
一
の
鮮
美
に
し
て
稀
有
な
る
色
彩
を
表
示 

豫
言
者

^

し
て
の
彼
等
は
反
駁
さ
れ
ぬ
立
派
な
證
據
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

、

振
つ
て
居
る

-

^

へ
ば
、ボ
シ
ュ
ク
エ
ィ

(
v
cques B

6 nlgne 

. 

七 

,

E
o

s
s

u
e

t
)

や
パ
ス
ヵ

レ/ 
9
^

 

の
如
き

•

か
、
此\

或
時
代
に
於
け
る
智
ど
善
ど
の
第
一
の
指
導
者
た
る 

部
類
に

»

す
る

' 

人
物
の
影
響
に
就
て
想
考
せ
ん

S

す

る

も

"

彼

の

死

が

然

る

に

也0
韋
人

_

_

_

_

_

_ミ
ル
氏
も
其
一
人
で
あ
る
吾
々
に
始
め
て
知
ら

^

れ
た
る
其

«

間
に
於
て
は
、
其

，

が
弟
子
を
得
る
は
、
威
風
德
然
;^
る
權
威
に
依
る
想
考
は
速
か
に
消
え
失
せ
る
も
の
で
あ
气
即
ち
夬
れ 

に
は̂

ず
し
て
、
，寧
ろ
中
庸
な
る
非
人
格
的

»

類
の
說

I
.

は
--
-

轉
し
て
感
傷
的
囘
想
t f

變
す
る
も
の
で
、
寧
ろ
沈 

译
に
衣̂

'

の
で
あ
る
。
即
ち
氏
は
、
高
貴
な
る
先
生
マ」

默
す
る
カ
ヵ
遙
か
に
夫
れ
に
相
^
は
し
く
な
る
敗
る 

.

し
て
の
偉
大
ヒ
カ

V」

に
對
す
る
吾
々
の
感
覺
R
賴
ら
す
瞬
間
に
於
け
ろ

M

#
は
、
吾
々
の
甩
ふ
先
生
の
仕
事
ょ 

し
て
、
你
ほ
一
層
高̂

な
る
、
菩
々
が
自
身
に
眞
理
を
：

h
y
\
寧
ろ
先
生
の
人
格
に
及
ん
で
し
ま
う
。
吾
々
の 

酸
%

し
、.

且
之
を
服
膺
す
る
を
：愛
好
す
る
，ビ
云
ふ
こ̂

:

同
想
す
る
所
は
、
氏
の
淳
樸
で
あ

b

、
氏
の
微
^
で
あ 

に

訴

；
へ
：
る

の

で

あ

：る

9;
從
て
先
觸
ビ
喇
叭
ビ
を
以
て
布
办
フ
氏
の
英
雄
的
克
己
で
あ
り
、
'氏
の
豪
俠
な
る
鼓
舞 

第
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セ
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第
十
七
怨-

2

1

:六
四)

雜

.
錄

ミ

か

の

死

も
同
じ
ぐ
氏
を
し
て
憤
怒
.せ
し
め
、
而
も
氏
を
し
て
次 

:

ぐ
の
如
く
宣
言
せ
し
め
た
0
:
,
日

ィ

、

「

泥

斯

會

社

の

火

，
夫

{:
: 

對
す
る
不
IE
な
る
宣
言
が
下
さ
れ
る
や
、否
や
、
直
ち
こ 

.
If
e
到

3
れ

な

い

云

ふ

こ

^
;は
、
政
府
に
R 

C
一
の
永 

久
的
不
名
春
で
あ
る
し
ヾ」

。

.

.

六

::
'
1
;氏
の

最

も

顯

著

な

る

資

質

は

多

ぐ

、
：.目

標

の

或

卓

雜 

さ
を
喪
失
し
、
或
は
長
期
に
i i

る
過
去
の
努

力

に

依
て

. 

到
達
さ
れ
た
所
の
與
理
€
權

利

ご

の

櫸

準

ょ

，
り

*:
點

に

於
て
逆
行
し
、
？

5

響

理

,

獲

に

於

て

後 

退
す
る
底
の
霞
向
が
、
社
會
に
絕
え
な

い

ため
に
、
ミ 

ル
氏
が
生

存

し

て居
た
の
で
あ

る
e

云
ふ
其
例

.外

的程
' 

度
に
基
づ
く
の
で

あ

る

即

ち

吾
々
.の
義
務
の
槪

念

を
 

改
善
し
、
又
夫
等
の
槪
念
を
實
現
す
、る

た
め
の
外
部
的 

方
法
を
改
善
す
る
に
、
:;
飽
迄
も
努
カ
す
る
こ
ど
に
衣
て 

の
み
、
過
去
の
時
代
の
取
得
物
•か
保

有

せ

ら

れ
る
ど
は

、 

氏
の
餘
く
感
知
し
た
所
で
あ

る

。E

し

て

生

活

を

改

善

.

.
第

八

號

 

一
二
四 

す
る
ー
.は

多

太

の

努

力

を

な

；
さ

ね

ば

な
ら
，
な
い
.ど
、

 ̂

.

は
#
得
し
た
。

(
方
て
氏
の
r
め
^
.
.凡
ゆ
る
^ s

.的
攻
^
^
期
豊，

》 

方

て

氏

は

眞

m
ど
權
利
ヾ」

の
氏
昀
身
の
?1
念
を
發 

y
_

揚
す
る

S

時
に
、
善
良
な
る
社
會
的
感
愦
に
似
た
も
 

|

の

、
收
得
に
熱
中
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
又
總
て
の
主 

|

題
に
淤
け
る
新
觀
念
ど
、
遒
德
的
社
#
的
見
地
に
於
け 

\ 

^

獨
創
性
ど
の
束
純
妨
害
な
.き
發
M
に
對
す
る
氏
の
牌 

|

性
は
、
猛
烈
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
何
故V 」

云
ふ
に
，
：

|
「

輿

論

に

依

る

ど

將

又

，他

の

如

何

な

る

方

法

に

依

る

ど

を 

::
'
問
は
ず
"
抑
腿
す
る
こ
ど
は
、
莫
大
な
る
利
益
を
人
類 

に
與
へ
る
底
の
賜
物
を
巨
多
に
浪
費
す
る
方
法
ミ
な
る 

か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
氏
の
悟
性
の
訓
輝
ビ
其 

力
ミ
は
、
殆
んV 」

氏
の
剕
斷
を
ば
、
所
謂
物
知
り
振
り 

の
夫
れ
ど
別
異
の
も
の
た
ら
し
め
、
以

て

氏

が

の
 

善
取
な
る
要
素
を
す
ら
奪
は
れ
な
い
そ
欲
し
た
に
も
拘 

は
ら
ず
、
氏
を
し
て
、
成
他
の
善
人
を
も
無
力
に
す
る



希
»

»
が
不
適
當
で
«)
.
る

こ

ビ

、

を

證

明

す

る

®.
'
で

あ
 

る
.。

總

て

の»|
に
於
て
シ
ル
レ
ル

(
s
c
h
m
e
r
)

の
方
が 

遥
か
に
優
れ
て
屈
る
、
即
ち
ゲ
ー
テ
ょ
り
'/
ル
ン
ル
に 

il
«
'中
る
，』

ビ
は
、
恰
か
も
溫
室
ょ
b
新
鮮
^
る
庐
外
へ 

出
る
や
ぅ
な
も
の
で
あ
る
。

次
に
文
體
に
就
て
は
ゴ
I

ル

ド

ス

ミ
スQ

o
i
d
s
m
i
t
h
〕 

が 

一
S
で
、

ァ
デ
ィ
ソン(

A
d
d
i
s
o
n
y

か
之
に
次
ぐ
^
云 

^ 

o
ジ
ユ
ニ
ア
ス

(Frandsclls 

J
u
n
i
u
s
)

や
キ
、
ボン
 

(
Q
b
b
o
n

)

の
文
體
は
、
ミ
ル
氏
の
«
だ
好
ま
ぬ
所
で
ぁ 

る
_。
キW

に

就

て

は

;彼
の

硏

究

^
除
け
ば
總
て
の 

點
に
於
て
挪
劣
で
あ
る
ビ
，考
へ
■ら
れ
る
.ヵ
，
板
の

#

^
 

の
.み
は

、
前

派

紀

の

著

作̂;
に
て
十
九
世
紀

の

枇

評

を 

受
け
る
に
足
る
0
で
あ
る
。
デ„

丨

デ
ノ
ナ
ン
ド

(
G
e
o
r
g
e

 

S

I)

の

文

體

が

散

文

の

絕

顶

で

ぁ

る

く

云

ふ

'私

の

見 

解

は

、
ミ
ル
氏

ど

ー

致

し

な

炉

つ

た

。
併

し

、、、.
ル
圾
も 

何

入

が
サ
ン
，ト
に
勝
る
か
を
斷
言
す
る
乙
ビ
は
、
出
來 

な

か

つ

た

ー

"

又

女

史

の

散

文

が

識

者

の

耳

に

昔

樂

の

第

十

七

卷C1

四
六
七)

.

.雜

.

錄

t

の
羝

*

く
響
く 

V
J

云
ふ

I

ビ
は
，

&

も

是

認

し
f t

所
で
J >

朦
蘭
大
學
問
題
の
最
も
實
行
可
能
な
る
解
決
策
は
"

一
種
の
加
特
カ
大
學
設
立
に
在
る
ゾ
レ
ミ
ル
氏
は
考
ベ
て 

I

居
る
や
ぅ
で

あ
つ
^
。
即
ち
愛
蘭
に
於
け
る
^
限
的
# 

h

開
化
的
傾
向
に
就
て
君
の
豫
期
し
得
る

所
は
、
ょ
り

開 

I

化
せ
る
制
度
の
下
に
敎
育
さ
れ
た
人
間
と
、
實
際
上
生 

存
競
爭
が
出
來
な
い
€
謂

ふ
こ
<
で
あ
る
。
愛
蘭
の
自 

I:

治
に
就
て
も
語
つ
た
。

痛
感
的
杏
定
論
者
た
る
ジ
ふ
ィ
ム
ス
：
、
、
,の
如
き
人 

一
皮
比
較
し
て
、
近
代
的
茶
督
敎
信
泰
拒
絕
者
の
威
詉
に 

j :

於
け
る
相
違
を
物
語
つ
た
。
彼
等
の
信
じ
た
所
は
"
艿 

\

し
諸
君
が
偾
値
の
力
を
弱
め
、
且
迷
信
を
妨
げ
ft
な
ら 

ば
、
萬
事
は
好
都
合
に
行
ぐ
せ
あ
ら
ぅ
ビ
謂
ふ
の
で
あ 

'る
。
是
れ
は
、
佛
關
西
箪
命
が
敎
’食
を
倒
し
れ
る
に
も 

拘
は
ら
十
、
尙
ほ
观
謂
一
千
太
伞
年
の
到
來
し
な
か
つ 

た
乙
ふ
を
見
て
、
半
ば
彼
等
が
喚
起
し
た
一
種
外
夢
想

熊

八

鏹

r
一
セ



鎞
十
七
卷

b

i
5
c.
-
4

Y 

•

ミ
§

で
あ
り
、
氏
の
敏
速
熱
心
な
る
救
助
’で
あ
b
、
氏
の
暖 

哚
あ
.ん
挨
擢
で
あ
9
:-
氏
の
友
情
に
輝
く
双
眼
で
あ

ミ
ル
氏
ど
私
ど
の
：最
後
の
#
見
は
、
氏
が
英
國
を
離 

.れ
る
數
日
^
、
即
ち
.一
八
七
！一
 
一
年
四
月
五
1
!
1
の
己
ど
で 

*•
る
。
此
日
氏
は
、
私
を
郊
外
に
訪
れ
てI

日
を
送
つ\ 

た
が
、
其

H
の
有
様
ぱ
.
.、
私
•如；|

友
に
宛
て
た
次
の
書 

翰
：i
-lr
晰
^
ネ
れ
て
^
る

即

ち
 

.\ 

:

「

ミ
ル
氏
は
、
朝
の
汽
取
で
ギ
ル
ド
フ
ォ
ー
ド(Guild- 

を
3,
')

停
取
場
に
零
い
'た
6其
處
で
私(
即
ち
モ
ー
レ
ィ)

^.
、
彼
を
出
■
へ
た
o

:^
は
頗
る
上
機
嫌
で
ぁ
つ
た
。

| 

吾
々
二
人
は
、
悠
々
之
補
路
を
し
て
約
四
時
間
許
り
散

\

 

步
，
し

た

、

散

步

し

だ

所

.は
ノ
君
も
知
つ
て
居
る
、
あ
の
一 

樹
木
の
繁
茂
し
た
!«
逾
ゃ
、
杜
紀
ど
於
&
皮
で
输
の
や
一

第
八
嫩 

一
二
六
. 

熱
心
な
植
物
研
究
家
で
ぁ
る
か
ら
、
約
十
分
許
レ
腰
を 

.肋
げ
て
、
彼
方
此
方
ど
路
腾
を
注
#
、し
た
。
撕

し
私
は 

凝
念
な
が
ら
植
物
學
の
初
步
す
ら
知
ら
な
い
の
で
、
氏 

の
話
は
一
向
私
の
典
味
を
惹
が
な
か
つ
た
。

.
勿
論
氏
は
大
い
に
語
つ
た
。
ミ
ル
氏
は
、
ゲー

ク 

(Goethe
)

が
ん
生
に
新
見
地
を
開
い
た
こ
ビ
を
楚
認
し 

た
け
れ〜

、
氏
の
逍
德
的
性
格
上
非
常
に
ゲ
ー
テ
を
好 

ま
な
い
の
で
ぁ
る
。
即
ち
氏
の
訝
る
所
は
、
グ
ー
タ
の

『

ゥ
4
ル
へ
ル
ム
•
マ
ィ

ス
タ
ー』

に
於
け
る
ア
ク
レ

リ

ァ(Aurelia 

in 

W
i
l
b
e
!
m

 

Meister) 

s 云
ふ
女
生
こ
悲 

哀
を
感
じ
3せ

：' 

男
子
が
、
何
故
に
女
性
に
對
し
て
斷 

く
も
整
然
ぞ
惡
行
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
ど
謂 

ふ
に
在
る
。
ゲ
ー
テ
は
、
希
臘
八
た
る
可
く
出
來
得
る 

限
ト
無
情
ら
し
く
描
寫
し
た
が
、

一
ニ
の
抒
情
詩
を
余

ぅ

に

美

し

い

皇

の

5

や
、
2

や
、
共
有
8

で
.：
"け
ば
、
S

S

於
て
S

完

t

る
所
f

か
つ
た
。

.

..

ぁ
; ^
。
次
に
風
の
强
い
岬
に
土
つ
た
所
氏
は
、
見

f

此
失
敗
は
、
近
代
的
精
神
に
抵
抗
し
難
く
之
を
展
開
し 

る
®

f

大

馨

ん

た

。
御

承

知

の

通

ぅ

ミ

ル

氏

は

、

た

こ

す

、
、
行

爲

及

び

表

I

近

代

的

必
f

對
し

て



感
f
の
情
操
を
滿
足
せ
し
む
る
-.
足

が

出

來

、
■'
■'且

彼

等
 

の
承
繼
せ
る
無
數
'0
恩
«
に
報
復
す
る
1
ビ
が
出
來
る 

€

、
世
人
は
漸
次
に
感
ず
る
で
あ
.ら
ぅ

。

：

: :
;

其
他
槐
々
典
味
ど
暗
示
を
に
富
：

0

、：

例
へ
：ば
吾
々
の
ゾ 

食
事
や
、
' 

子
供
の

I

可
愛
ら
：し
き
こ
ど
や
、
蚜
生
の
草
花

：.
' 

や
'

昆
蟲
め
：動
作
や
、

」

鳥
類
の
音
色
や
に
：就
て"

；
ミ
- - 

氏
は

.

話
：し
れ
、
氏
は
栳
驚
の
蹲
辟
を
极
氣
ょ
く
聽
い

た

。

夫
：れ
ょ
り
私.は
、

氏
を
案
內.し

て
/]
>
;
さ

い

路

傍

の

停

取
 

場
^
赴

ぃ
れ
"
私

の

生

^

に

於

て

飛も
愉
快
な
る
n
の 

.ー
も
、
斯
の
如
く
歡
喜
ビ
悲
哀
さ
の
中
に
過
ぎ
去
つ
て 

し
ま
つ
.た
の
で
あ
る
。」

.
嗯
々
、
吾
々
の
歡
喜
に
常
に
附
纏
ふ
悲
し
い
口
は
、
'
.

餘

b
に
速
か
に
來
て
し
ま
つ
れ
0
ミ
ル
氏
が
眷
戀
し
た 

:夜
鶯
の
音
調
.は
>
噴
黑
ね
«
ち

滿

ち

て

居

る
,;
°

併

し

夫
 

れ
は
亡
師
の
耳
に
取
て
义
は
な
い
。
今
や
氏
は
、
沈
默 

の
永
遠
に
連
續
す
る
、
ょ
り
深
い
■
黑
の
中
に
眠
つ
て 

屉
る
。
吾
々
は
、
臨
終
の
シ
ク
ラ
ク
ス
が
悲
し
み
に
沈 

第
十
七
,

(

一
四
.六
九)

雑
.

錄
‘ 

t
の
死

，
. め

る
彼
の
友
人
達
に
與
へ
た
反
當
を
以
て
、
吾
々
自
身
. 

を
慰
め
れ
い
。
即
ち
中
庸
、
芷
義
、
I

,
憊
貴
及
び 

:.
:
眞

.理

の

彼
に
固
有
せ
る
寶
玉
を
以
て
、
靈
魂
を
裝
飾
3 

れ
炫
彼
も
、
時
到
れ
ば
赴
，く
可
き
黄
衆
へ
の
旅
路
を
常 

ー
.
に
覺
悟
し
て
居
る
ヒ

。

;.

吾
々
は
知
及
び
德
の
一
大
先
生
、

一
大
典
型
を
失
つ 

-

て
し
ま
つ
れ
。
併
し
世
人
は
何
時
迄
も
、
彼
等
の
调
圆 

に
氏
の
性
格
の
出
現
す
る
こ
ど
を
感
じ
、
以
て
所
謂
懶
：
 

宵
我
儘
に
慙
愧
せ
し
め
ら
れ
、
又
善
事
を
な
す
に
努
め 

\

る
^
共
に
、
善
艺
は
何
ぞ
や
て
ぅ
こ
^
を
發
見
す
る
に

j

努
め
る
-

-
是
れ
は
至
難
.で
あ
る
が

-
マ

」

云
ふ
直
接

に
利
害
關
係
な
き
勞
猶
を
鼓
舞
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら 

.一
 

5 
0 (

終

)

第
八
.號
；

1

ニ
九



笫

十

七

卷(

一
叫
六
八

)

.

雑

錄

t

の
死 

第
/\
號 

一
二
八 

h

:
: 

ミ
ル
氏
が
.ヲ
て
ー
時
的
信
仰
ミ
し
て
有
用
で
あ
る
。
何
&
<
云
ふ
こ

»
 

9
 

»

1
ブ
ヲ
ー

ス(

ミ
0
1
3矣
0
1
1
:
1
1

)

を
好
ひ
の
を
常
^
怒

つ

人

々

は

、
人
間
に
役
立
つ
泰
仕
ど
、
_

へ
の
泰
仕
ビ
を 

て

居

气『
ラー
ブ
ヲ
，1

^
从
、
貴
下
：

(

ミ
^

^
 

,

同
一
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
從
て
®
々
は
、
宗
敎
の
將
'

,

.
從
摩
し0

、

あ
る
戰
爭
に
於
て
は
、
：：疑
も
な
く
貴
下
に
來
に
於
け
る
變
化
を
容
易
に
說
明
す
る
こ
ど
が
出
來
る

.

反
到
で
あ
る
。
饼
し
貴
下
が
一
.度
勝
利
を
收
め
^
曉

：

i

 

は
、
考
ヘ
^T

れ
な
い
に
し
て
も
、
疑
も
な
ぐ
夫
れ
は 

一一
 

は
、
世
の
中
は
■ヲ
ー
ブ
ヲ
I
ス
の
資
質
に
溢
か
に
勝
る
コ
ム
ト

(Auguste 

C
o
m
t
e
)

の
云
へ
る
如
く
、
又
#
々

も
の
を
5?
求
す
る
で
あ
ら
ぅ』
ご
は
、
私
が
.常
に

ミ

ル

氏

の

信

す

る

如

く

、
人
類
の
典
同
ー
致
に
侬
存
す
る
で
あ 

に
言
ふ
^
と
で
あ
.る
.ノ
氏
の
靑
华
時
代
.に
於
て
、
取

純

ら

>フ
^
は
、
豫
期
す
る
乙
ど
が
出
來
る
0
兎
に
^
玆
に 

-

な
る
宗
敎
否
定
は
ノ
唯
だ
:^
8
に
於
て
の
.み
典
通
な
る
''
.
ニ
つ
'の
傾
向
が
あ
つ
て
、
此
人
類
の
典
同一

致
は
之
が 

，
'
ぃ
^

卞
：：

会

-
た
め
に
宗
敎
の
.道
德
的
權
威
の
包
圆
す
る
所
ど
な
ら
ぅ 

^
•
o
. 

—

;
, 

I
,;
€
す
.る
の
で
あ
る
0
即
ち(

ー)

先
づ
、
些
細
な
る
H
常 

純

粹

な

る

有

神

論

の

近

代

的

傾

向
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